
 

 

【地点ごとのイカナゴ仔稚魚採集尾数と環境データ】 

※調査方法：表中層曳網を 10 分間曳網。環境データのうち水温と塩分は表層のデータ。 

 

 

 

春漁情報第５報 
令和８年３月１９日 

宮城県水産技術総合センター環境資源チーム 

TEL:0225-24-0139 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mtsc/ 

・令和８年３月１８日に、仙台湾７定点でイカナゴ仔稚魚調査 

を行いました。 

・仙台湾で１４尾（昨年 0 尾）が採集され、引き続き不漁年の

水準となっています。 

・水温 7.5~8.4℃、塩分 32.7～33.7、透明度 3～10 m と 

水温が昨年よりやや低くなっております。 

（昨年：水温 8.2~10.2℃、塩分 29.7～33.8、透明度 7～15 m）。 

・採集されたイカナゴの平均体長は 34.8 mm で、他にマアナ

ゴ葉形仔魚やアイナメ稚魚、カタクチイワシなどが採集され

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・稚魚密度は、不漁年の低い水準であった。 

・表面水温は、平年と比べて 0.6℃低くなっている。 

・平均体長は平年値よりも 7.1 mm 大きく、震災後で最も大きかった。 
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図1 稚魚密度の推移（３月の調査） 図2 表面水温の推移（３月の調査） 

図3 平均体長の推移（３月の調査） 
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） 表 2026年と平年値の比較 

2026年
平年値

（過去10年平均）

表面水温(℃) 8.0 8.6

平均体長(mm) 34.8 27.7

仔魚密度(1.0×10-2個体/㎥) 0.01 0.23


